
▲韓国の高校生によるサムルノリ

　
こ
の
4
月
に
大
幅
な
佐
渡
市
の
組
織
改
革
が
行
わ
れ
、こ
の
と
こ
ろ
、ゆ
っ
く
り
と
で

は
あ
る
が
着
実
に
組
織
は
機
能
し
始
め
て
、仕
事
に
ゆ
と
り
が
で
き
て
き
た
の
で
、以
前

か
ら
友
人
に
読
む
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
い
た
藤
原
正
彦
の「
国
家
の
品
格
」
を
買
い
求

め
た
。
　

　
小
説
家
新
田
次
郎
の
次
男
で
あ
る
筆
者
は
著
名
な
数
学
者
で
、今
の
世
の「
近
代
合

理
精
神
」
の
限
界
を
説
い
て
い
る
。「
論
理
だ
け
で
は
世
界
が
破
綻
す
る
」
と
主
張
し

て
、誰
も
が
常
識
と
し
て
い
た
「
合
理
性
」
重
視
の
考
え
方
を
批
判
し
て
、大
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
っ
た
。

　
今
の
社
会
に
常
識
と
さ
れ
て
い
る
「
自
由
」
と
「
平
等
」
も
欧
米
流
の
考
え
方
で
あ
っ

て
、こ
の
二
つ
は
両
立
し
な
い
。
人
は
自
由
に
行
動
す
れ
ば
ど
う
し
て
も
強
者
弱
者
が
生

ま
れ
、社
会
に
「
格
差
」
が
生
ず
る
の
は
当
た
り
前
だ
。
本
当
に
大
切
な
の
は
弱
い
も
の

を
思
い
や
る
心
、「
惻
隠
の
情
」
を
重
ん
じ
る
べ
き
で
、民
主
主
義
よ
り
「
武
士
道
精
神
」

が
大
切
だ
と
い
う
。

　
今
日
、日
本
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
国
家
の
品
格
」で
あ
り
、そ
れ
に
は
わ
が
国
の

よ
う
に
狭
い
国
土
と
乏
し
い
資
源
し
か
な
い
国
に
は
次
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
初

等
教
育
が
も
っ
と
も
大
切
に
な
る
。
国
の
存
在
感
は
そ
の
国
の
人
材
が
作
り
上
げ
る
も

の
で
、そ
の
た
め
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
か
つ
人
材
を
生
む
土
壌
と
し
て
国
土
が
「
美

し
い
存
在
で
あ
る
こ
と
」つ
い
で
国
民
が
「
跪
く（
ひ
ざ
ま
づ
く
・
敬
虔
な
気
持
ち
と
も
言

お
う
か
）心
」
を
持
つ
こ
と
、そ
し
て
「
精
神
性
を
尊
ぶ
風
土
」
が
大
切
で
あ
る
と
訴
え

て
い
る
。

　
日
本
は
、今
ま
で
そ
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
き
て
、一
時
の
経
済
の
繁
栄
を
み
た

が
、昨
今
の
経
済
優
先
主
義
で
忘
れ
か
け
て
い
る
本
来
の
美
し
い
心
や
情
緒
を
涵
養
し

て
、自
信
を
失
い
つ
つ
あ
る
日
本
を
建
て
直
し
、世
界
の
尊
敬
を
勝
ち
得
て
「
国
家
の
品

格
」
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
著
者
の
考
え
方
に
耳
を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

　
そ
う
い
え
ば
過
去
、「
佐
渡
」
は
小
さ
な
島
国
で
あ
り
な
が
ら
、数
多
く
の
学
者
、芸

術
家
、思
想
家
等
々
を
世
に
輩
出
し
、現
在
も
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
。
美

し
い
自
然
に
守
ら
れ
、神
々
に
感
謝
し
、思
い
上
が
ら
ず
、薫
り
高
い
文
化
歴
史
を
築
い

て
き
た
。
そ
の
伝
統
を
大
切
に
し
、美
し
く
精
神
性
豊
か
な
島
づ
く
り
に
励
み
た
い
も

の
で
あ
る
。

市
長
随
想

佐
渡
市
長
　
闍
野
宏
一
郎 No.

2

▲完成したビオトープの前で

　5月28日（日）湊地区「おんでこドーム」において、佐渡國鬼太鼓どっとこむが
開催されました。
　当日は島内外から芸能団体２３団体が一同に参加し、鬼太鼓、獅子舞、民謡など各地の郷土芸能を披露しました。

　特に今年は、韓国仁川の「富平女子工業高等学校」学生８名による「サ
ムルノリ」という芸能が披露され、鐘と太鼓のリズムに合わせ軽快に踊るそ
の姿に、会場からは割れんばかりの拍手が沸き起こりました。
　また佐渡の自然の恵みを堪能できる物産展や、トキの森公園及び芸能と
トキの里を巡る「どっとこむバスツアー」もあり、まさに佐渡全体を網羅した「佐
渡の祭典」にふさわしい、内容盛りだくさんの一日となりました。

インチョン プピョン

　５月２５日（木）、新穂小学校５年生がトキの餌場となるビオトープづくりを体験しました。
新穂潟上のトキ交流会館に集まった児童は、最初に職員から、トキの野生復帰のため
にはもっと多くの餌場が必要であること、また、これからつくるビオトープは大切な餌場の
ひとつになること、などの説明を真剣に聞いた後、長靴に履き替えさっそく近くの休耕田
で作業を開始しました。最初はスコップを片手に恐る恐る田んぼに入っていましたが、
あぜ作りから土おこしと作業が進むにしたがい、足をとられて転んだりしながらも次第に
慣れたようで、楽しそうに土を運ぶ姿が見られました。最後の土を柔らかくする踏みなら
しの時にはほとんどの子供が素足になり、どろんこになりながらも４つのビオトープを約１
時間かけて完成させました。今後は、「トキと田んぼのつながり」をテーマに、１年かけて
草刈りなどの管理やドジョウ・タニシなどの生息調査、トキについての学習を行なってい
きます。将来は、この手づくりの餌場に、再びトキが舞い降りてほしいものです。

そ
く
い
ん

け
い
け
ん

か
ん
よ
う
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ ４.２１～５.２２ 届出

う ぶ ご え
地 区 名 � 大 字 名 � 氏　　名� 保護者�たんじょう日

両　津

〃

〃

〃

〃

〃

相　川

〃

〃

〃

〃

佐和田

〃

〃

〃

〃

浜田

梅津

浜田

両津夷

梅津

原黒

相川南沢町

北片辺

達者

米郷

北川内

山田

東大通

八幡

東大通

沢根五十里

貴博

浩由

俊晃

敏徳

義信

武宏

俊弥

竜好

智行

裕闊

須納夫

直樹

正蔵

聡

純一

優

（ともき）

（はるか）

（たいが）

（しょう）

（さやか）

（かんな）

（りずむ）

（あやめ）

（けんた）

（あき）

（かなた）

（たまき）

（たろう）

（さや）

（るか）

（しおり）

4.20

4.29

5.02

5.04

5.06

5.16

4.19

5.02

5.07

5.08

5.10

4.13

4.15

4.16

4.30

5.07

市　橋　智　貴

小　川　春　香

本　間　大　雅

渡　邉　　　翔

本　間　沙也花

渡　邉　栞　那

大　地　立　夢

町　内　彩　愛

本　間　健　太

濱　本　有　姫

森　　　哉　大

杉　山　瑶　樹

金　子　太　郎

服　部　裟　耶

白　井　瑠　華

池　田　汐　里

佐和田

金　井

〃

〃

新　穂

〃

〃

〃

畑　野

〃

真　野

〃

羽　茂

〃

〃

赤　泊

〃

中原

中興

水渡田

泉

下新穂

新穂北方

新穂大野

新穂瓜生屋

丸山

目黒町

吉岡

西三川

羽茂小泊

羽茂大橋

羽茂本郷

赤泊

莚場

昭雄

勇二

拓也

昭

博幸

忠明

正雄

信一

輝雄

隆一

和弘

賢一

宏二

貫太

岳史

輝秋

敬一

（あゆむ）

（みさき）

（とわ）

（りょうのすけ）

（りょうた）

（てんま）

（かずひろ）

（ひなた）

（あやか）

（あまの）

（あおい）

（りゅか）

（だいすけ）

（いおり）

（ゆな）

（はるひ）

5.11

4.18

4.26

5.12

4.14

4.17

4.25

5.10

5.02

5.08

4.14

5.04

4.19

4.23

4.30

4.26

4.30

山　田　歩　夢

山　下　美　咲

香　遠　永　羽

寺　尾　綾之輔

池　　　遼　太

相　田　天　真

杉　本　和　優

山　本　日　向

細　木　彩　華

中　川　天　乃

石　坂　　　葵

金　子　瑠　華

笠　井　大　介

闍　野　衣　織

中　原　すぴか

椿　　　優　那

磯　野　遥　陽

※掲載について都合の悪い場合は市民課戸籍係へお申し出ください。なお敬称は省略します。※保護者やご遺族などの承諾を得て掲載しています。

両　津

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

相　川

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

佐和田

〃

〃

〃

〃

下久知

両津福浦二丁目

両尾

吾潟

月布施

両尾

両津湊

加茂歌代

加茂歌代

原黒

潟端

両津湊

両津福浦二丁目

住吉

羽二生

住吉

相川大浦

達者

達者

高瀬

戸地

相川大浦

北立島

姫津

相川下戸町

中原

八幡町

沢根篭町

河原田本町

窪田

86

85

81

89

69

77

91

72

83

88

83

69

71

86

87

89

79

76

57

91

92

87

82

65

69

88

95

56

83

82

4.20

4.21

4.22

4.22

4.24

4.26

5.02

5.03

5.06

5.09

5.10

5.16

5.16

5.16

5.17

5.20

4.25

4.25

4.26

4.30

5.07

5.11

5.16

5.17

5.18

4.22

4.29

4.29

5.03

5.10

佐和田

〃

〃

金　井

〃

〃

〃

〃

〃

〃

畑　野

〃

〃

〃

〃

真　野

〃

〃

〃

〃

〃

小　木

〃

〃

羽　茂

〃

〃

〃

〃

〃

赤　泊

〃

沢根五十里

八幡

中原

泉

泉

泉

泉

泉

中興

中興

栗野江

三宮

畑野

畑野

畑野

真野新町

真野新町

名古屋

吉岡

真野新町

吉岡

小木

江積

井坪

羽茂本郷

羽茂本郷

羽茂飯岡

羽茂滝平

羽茂大橋

羽茂大崎

三川

徳和

87

90

41

86

88

84

92

77

93

87

77

88

51

80

81

72

64

82

70

94

44

90

96

85

84

100

76

98

93

88

82

55

5.10

5.16

5.20

4.21

4.25

4.27

4.26

4.29

5.10

5.19

5.08

5.09

5.10

5.12

5.14

4.29

4.30

5.01

5.12

5.13

5.20

4.28

5.01

5.17

4.25

5.06

5.10

5.13

5.14

5.19

5.06

5.12

林　　　ク　マ

齊　藤　イ　キ

矢　田　梨　花

山　本　チヨノ

本　間　貫　一

山　本　ヒ　サ

齊　藤　フ　サ

山　本　ミ　サ

近　藤　　　豊

飯　田　ツ　ヤ

相　田　　　繁

山　本　ミ　ス

本　間　福　美

小　林　健　吾

本　間　弥　一

三　浦　幹　夫

野　元　源　一

遠　藤　マサ子

上　坂　鉄　男

金　子　カ　ヨ

三　浦　貴　子

風　間　音　吉

本　間　シ　ウ

　　森　音　助

中　原　冨士雄

風　間　ハ　ル

長　田　弥重藏

大　倉　千　代

貝　　　タ　ツ

鰕　名　カ　ツ

榎　　　與　三

笠　木　源　治

お く や み
地 区 名 � 大 字 名 � 氏　　名� 年　齢� ご命日

本　間　　　孝

野　口　マ　ツ

織　田　ハ　ツ

後　藤　千代松

三　浦　房　乃

和　田　美　和

椎　野　サ　カ

長谷川　俶　子

闍　津　カ　ツ

渡　辺　壮　一

甲　斐　ス　ミ

末　武　　　剛

猪　羽　春　雄

尾　潟　トシ子

甲　斐　雄太郎

石　川　シズエ

中　川　ナミ子

瀬　川　寅　男

山　本　正　幸

渡　邉　ハ　ル

大　地　イ　子

中　川　傳　藏

堀　川　フヂヱ

今　井　啓　介

原　口　　　豊

伊　里　越　江

金　子　リ　ウ

田　邉　嘉　男

石　塚　春　海

本　間　子　良

金　井 千種 快門（ゆうすい） 4.07猪　股　勇　穂

《４月号のうぶごえに記載漏れがありました。》
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生き生きと英語を話せるように ALT通信

■
関
東
畑
野
会
総
会
開
か
る

　
み
ど
り
の
そ
よ
風
の
下
、５
月
14

日（
日
）午
後
１
時
か
ら
東
京
千
代

田
区
の
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・

エ
ド
モ
ン
ト
で
、総
勢
１
４
０
名
超

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
の
総
会
で
は
今
井
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、総
会
議
案
の
審
議
、

そ
の
あ
と
親
松
助
役
、東
京
新
潟

県
人
会
金
子
副
会
長
、首
都
圏
佐

渡
連
合
会
池
田
会
長
か
ら
祝
辞

を
込
め
た
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
の
懇
親
会
で
は
鏡
割
り
の

セ
レ
モ
ニ
ー
、熊
谷
市
議
の
発
声
に

よ
る
乾
杯
の
あ
と
懇
談
に
入
り
ま

し
た
。
大
黒
舞
と
佐
渡
民
謡
の
唄

と
踊
り
を
鑑
賞
し
た
あ
と
カ
ラ
オ

ケ
の
熱
唱
、フ
イ
ナ
ー
レ
は
佐
渡
お

け
さ
の
輪
踊
り
を
会
場
一
杯
使
っ
て

お
ど
り
、来
年
の
再
会
を
約
し
て

16
時
40
分
散
会
し
ま
し
た
。（
文

責 : 

事
務
局
長
元
田
利
夫
）

■
「
し
ま
つ
く
り
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
０

６
大
阪
」（
国
土
交
通
省
主
催
）へ
出
店

　
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

大
阪
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
関
西
地
方
の
人
々
に
、佐

渡
へ
の
観
光
を
呼
び
か
け
る
た
め

佐
渡
ブ
ー
ス
を
出
し
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

大
竹
助
役
も
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
朝
、

激
励
に
訪
れ
ま
し
た
。ブ
ー
ス
を
取

り
仕
切
る
離
島
振
興
協
議
会
の

中
森
局
長
を
ヘ
ル
プ
す
る
た
め
、東

京
事
務
所
か
ら
お
助
け
マ
ン
が
大

阪
へ
、ま
た
大
阪
在
住
の
佐
渡
人
２

人
、そ
れ
に
佐
渡
汽
船
、新
潟
交
通
、

新
潟
県
大
阪
事
務
所
が
応
援
に
駆

け
つ
け
ま
し
た
。
他
の
国
際
観
光
展

な
ど
と
同
時
開
催
だ
っ
た
た
め
、イ

ベ
ン
ト
館
へ
の
入
場
者
数
は
４
日
間

約
５
万
人
で
賑
わ
い
、佐
渡
の
ブ
ー

ス
の
前
に
は
毎
日
千
人
位
が
立
ち

ど
ま
り
、関
係
者
の
説
明
を
聞
き
、

佐
渡
観
光
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に

す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　ハロー！イングランドから来たポリー・バートンです。佐和田に住
んでいます。新穂中、小木中、赤泊中に勤務しています。
　佐渡に来る前、イギリスの大学では哲学を勉強していました。
昨年の8月に佐渡に来ましたが、それは大学を卒業してから１ヶ
月もたたないうちのことでした。ですから、ここへ来て住んだり働
いたりすることは、私にとって勇気のいることだったのです。しか
し実際に住んで働き始めてみると、不安は吹き飛んでしまいまし
た。生徒たちは、これまでに知っていた「子ども」のイメージがひ
っくり返るほど、いつも楽しく、愛らしく接してくれました。これまで
の授業の中でも、楽しく、またはっとする素敵な瞬間が幾度もあり、
私はそれを決して忘れないでしょう。言葉の壁を越えて、生徒た
ちは私と話をし、楽しむことができると感じてくれているのがとて
も嬉しいです。私は日本人とは違う外見（特にちりちりの髪）をし

ていますが、中身はそんなに違
わないのですから！
　私が日本に来たとき、最初は
全く日本語を話せませんでした。
しかし勉強し、また使ってみて、
だんだん覚えてきたと思います。
自分が授業をしてみて、あるい
は自分自身の日本語学習の経
験からわかったことが１つあるの

ですが、言語を学ぶ時、リラックスして心地よく学習できる環境
が大切だなぁ、と思います。間違いを恐れるような環境は、よい成
果をあげられません。だから私は、授業の中で雰囲気作りを心
がけています。たとえ間違えても、どぎまぎしたり「自分はバカだ！」
などと責めたりせず、生き生きと英語を話せる雰囲気にできるよ
うに。
　私は日本に来てから、日本語にとりつかれてしまったようです。
佐渡を離れてからも、もっともっと日本語を勉強したいと思ってい
ます。私の願いは、生徒たちも同じように英語を好きになり、もっと
もっと勉強したいと感じてくれることです。日本語と英語のように

すごく違っている言葉同士には、お互
いに学ぶべきこと、得られるものが非
常にたくさんあると思うからです。その
方法（お互いに学ぶてだて）をつかむ
のがまた大変なのですけどね。

【新穂中3年生のメッセージ】
蘆ポリーは、ときどき冗談を言ったりして授業を盛り上げてくれる
人です。でも分からないところがあると教えてくれるやさしい人
です。（下林美咲）
蘆私が休んだ時にメッセージカードを書いてくれた事がとてもう
れしかったです。（山口結花）
蘆ポリーさんは、授業の時に分かりやすく説明をしてくれたり、お
もしろい事をやってくれたりする、すごく良い人です。（葉梨晃成）
蘆ポリーはすごいおもしろくて、こちらがテンションが低い時でも
盛り上げてくれる。（藤井知佳）
蘆ポリーはいるだけで楽しい人です。授業中もにぎやかです。（本間かほり）
蘆ポリーは頭が良いので日本語をすぐ覚えてすごいです。佐渡
弁をもっと教えたいです。（斉藤春菜）
蘆最高です!!（山本　匠）
蘆放課後、英検の勉強をいつも手
伝ってくれた。分からない所は何度
も教えてくれて、おかげで英検にも
受かりました。（本間　翠）
蘆ポリーは気軽に話しかけてくれるし、
おもしろいことを言って僕たちをたの
しませてくれるし、授業は分かりやすくておもしろいネ！（後田将広）
蘆Good　Smileが楽しいところです。なっとうを食べられるとこ
ろがすごい!!（安田隆哲）
蘆ポリーの作るゲームはとても分かりやすいし面白いし、楽しん
で勉強することが出来ます。それに説明がとてもわかりやすい
ので覚えやすいです。（荒井佳奈枝）

▲子供達に人気のトキぬいぐるみと佐渡ブース

▲関東畑野会総会風景
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帆船「あこがれ」小木港に寄港
　小木港重要港湾指定30周年記念

事業の一環として全長52.2ｍ、全幅

8.6ｍ、喫水4.5ｍ、総トン数362トンの帆

船が小木港に寄港します。（詳しくは

14ページをご覧ください）

　市役所では、地球温暖化対策の取り組みとして、６月～９月の

間、冷房の設定温度を２８℃とするとともに、クール・ビズ（ノー
ネクタイ・ノー上着・軽装）を推進しています。冷房の使用を１
℃控えるだけで、二酸化炭素排出量が大きく削減されます。市

民の皆様も、この夏は「クールビズ」で過ごしてみませんか！

市役所　環境課　環境企画係
蕁63－3113▲ハワイ沖航行中

問合せ先　  佐渡市市民環境部環境課　TEL:０２５９-６３-３１１３（直通）E-mail: s-kankyo@city.sado.niigata.jp

環境省関東地方環境事務所、新潟県佐渡地域振興局、国立大学法人新潟大学、譛新潟県環境保全事業団、トキの野生復帰連絡協議会、日本野鳥の会
佐渡支部、新潟県消費者協会佐渡支部、佐渡市連合婦人会、佐渡青年会議所、佐渡農業協同組合、羽茂農業協同組合、佐渡連合商工会
NPO法人しまみらい振興機構、NPO法人佐渡総合プロデュース機構、NPO法人佐渡文化財研究所、NPO法人トキどき応援団、NPO法人エコひびき佐渡、
佐渡島木質バイオマスフォーラム、土の会・トキメキ佐渡、海風、譛鼓童文化財団、内藤電誠工業㈱、㈱本間組、環境保全事業㈱、㈱新潟テレビ21、松下電器
産業㈱、富士ゼロックス㈱、新潟トヨペット㈱新潟本店、㈲グリーンライン、㈲加藤酒造店、海辺のcafeOASIS、㈱キタック

主　　催

後　　援

協　　賛

佐　渡　市

【現　況　報　告　１２：３０～】
【基　調　講　演 　１３：１５～】
【パネルディスカッション　１４：３０～】

【特設コーナー　１０:００～１６：３０】

【展　　　示　１０:００～１６：３０】
市の環境の現状、地球温暖化、家庭でできる環境対策、市民団
体・NPO・事業所等の環境保全活動、トキ野生復帰などに関する
パネル展示、環境商品の展示・販売　など

体験学習コーナー：水質の分析実験
古紙回収コーナー：古新聞、雑誌等の古紙を当日回収しますので、
分別して持参ください。

―――――――――――――― プ ロ グ ラ ム  ―――――――――――――――――――

■発行・編集　佐渡市役所　総務部秘書課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　　 　■発行日　平成18年6月15日　
　  TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300 　ホームページアドレス http://www.city.sado.niigata.jp

この広報は古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています。

市の面積855.10裄（平成16年10月1日）　市の海岸線281.7㎞（平成16年3月31日）




